
平成１０～１８年度

〈投手部門〉選手・１試合
◇最多奪三振数 11 個 H15 白石　武（帝人大阪研究センター）

◇最少投球数 91 球 H10 徳橋秀敏（帝人大阪研究センター）

◇最多投球数 131 球 H14 曽我部真行（岡住）
※最少投球数は７イニング以上

〈打者部門〉選手・１試合
◇最多安打数 4 安打 H13 古塚勇治（帝人大阪研究センター）

◇最多得点数 4 点 H13 古塚勇治（帝人大阪研究センター）

◇最多打点数 7 点 H13 古塚勇治（帝人大阪研究センター）

◇最多犠打数 2 個 H12 豊田彰宏（帝人大阪研究センター）

◇最多四死球 3 個 H13 芝氏　浩（帝人大阪研究センター）

◇最多盗塁数 2 個 H10 高橋史樹（コスモ石油）

◇最多二塁打 2 本 H11 田中唯詞（帝人大阪研究センター）

◇最多三塁打 2 本 H15 田中唯詞（帝人大阪研究センター）

◇最多本塁打 1 本 H10 八木進一（コスモ石油）

〈打者部門〉チーム・１試合
◇最多安打数 16 安打 H11 帝人大阪研究センター 対大阪ガス

◇最多得点数 25 点 H13 帝人大阪研究センター 対日新製鋼堺

◇最多打点数 20 点 H13 帝人大阪研究センター 対日新製鋼堺

◇最多犠打数 4 個 H12 帝人大阪研究センター 対日新製鋼堺

◇最多四死球 15 個 H13 帝人大阪研究センター 対日新製鋼堺

◇最多盗塁数 5 個 H13 日新製鋼堺 対大阪ガス

◇最多二塁打 4 本 H18 岡住 対帝人大阪研究センター

◇最多三塁打 3 本 H11 帝人大阪研究センター 対大阪ガス

◇最多本塁打 4 本 H13 帝人大阪研究センター 対大阪ガス

〈連続部門〉選手
◇連続無失点回数 14 回 H10 堀江友規（コスモ石油）

◇最多連続奪三振 3 個 H11 白石　武（帝人大阪研究センター）

◇連続安打数 3 安打 H13 古塚勇治（帝人大阪研究センター）
※連続無失点回数・連続安打数は１試合ではありません

〈大会部門〉
◇完全試合

◇無安打無得点試合

◇満塁本塁打 H13 寺林智義（帝人大阪研究ｾﾝﾀｰ） 対日新製鋼堺

H17 北村正季（佐川急便関西） 対岡住

◇サイクルヒット
※全員記載
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